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はじめに
　2008年8月4日より15日まで、エディンバラ大学
Institute　for　Applied　Language　Studiesにおいて医学英
語教授法コースを受講させて頂きましたので、ご報告
申し上げます。
　エディンバラは、初期近世より知の拠点として、特
に医学の分野において発展を常にリードしてきまし
た。エディンバラ大学は、医学英語教授法という学術
分野を世界で初めて確立し、現在、医学英語教授法に
特化してアカデミックコースを提供する世界で唯一
の大学です。
目 的
　本学で行われる医学英語授業の教材開発・アシス
ト、また、本大学病院で月に数回担当させて頂いてい
る基礎診療英語授業の経験に基づき、より良い教育活
動を行うためのノウハウを学ぶ目的で参加させて頂
きました。
コース内容
　クラスは、ヨーロッパを中心に医学英語講義を行う
現役講師のもと、ポーランド、トルコ、イタリア、日
本から約10名が集まりました。
　授業は、主に講義・ディスカッション形式で行わ
れ、医学英語・医学コミュニケーション授業をより効
果的に進めるために必要な多くの視点を学ぶことが
できました。
　授業内容は多岐にわたり、ライティング・リスニン
グ・スピーキング各クラスの医学英語教材作成・指
導・評価の行い方を中心に、ゲストスピーカーを招い
て医学の歴史やスコットランドの医療システムにつ
いての聴講、医学生を対象とした医学英語クラスの見
学も行いました。
　中でも医学英語教授における一貫したテーマは、学
習者の立場、置かれる環境によって異なる言語・非言
語コミュニケーションを把握し、それに合わせて、言
語習得とコンテクスト理解をバランスよく組み合わ
せた指導を行う、さらに、学習者のモチベーションを
高める鍵として“achievable”（達成可能）な教材を提
供するという点でした。例えば、医師が同僚を対象と
して書くケースレポートに用いる言葉と、患者・家族
に向けて病状を説明する言葉は異なります。もちろ
ん、各場面で効果的な非言語コミュニケーションにも
違いがあります。従って、医学英語学習者が同じ医師
でも、何を目的に学んでいるかを正確に把握し、その
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目的に沿った情報収集に基づき、レベルに適した教材
を作成するということです。実際、授業の中で、専門
医、看護師、理学療法士、心理士など様々な立場の医
療従事者を追ったドキュメンタリーを見、実際彼らが
それぞれの場面で必要とする言葉の使い方や専門性、
頻度の高い表現、さらにはジェスチャーやアイコンタ
クトといった非言語の分析も行いました。
　コース最終日には、当センターが現代GPにて取り
組んだ医学英語e－learningサイトを紹介する機会があ
りました。英国で撮影された実際の診療風景を用いた
りスニング教材を始め、New　England　Journal　of
Medicineなどからの抜粋も取り入れた密度の濃い内
容が、無料で公開されていることに驚いていました。
クラスメートからは、自分たちの授業で紹介したいと
いった前向きな反応をもらい、サイトの良さ、意義を
改めて実感しました。（www．emp－tmu．net）
Royal　lnfirmary　of　Edinburgh
　エディンバラ滞在中、中心的医療施設はどの様な様
子なのだろうと思い、英国で最も古い歴史を誇る病院
の1つRoyal　lnfirmary　of　Edinburghを訪れました。ま
ず驚いたのは、自然光が多く取り入れた開放感のある
空間で、中央受付までの長い廊下には、カフェ、売店、
本屋、理髪店などが並び、どこかショッピングモール
を歩いているような心地よさでした。短い訪問ながら
も、最も印象的だったのがPatient　lnformation　Center
です。常勤の専任担当者がおり、患者・患者家族向け
に、病気さらには生活全般（資金・家庭生活・移民・
職探し・退院後の生活など）に渡る情報提供・支援を
行っています。そこで今後日本でも応用できればと感
じたSystem　for　Managing　lnformation　in　Lothjan　and
Edinburgh（SMILE）というオンライン情報検索・教
育システムを知りました。このサイトは、National
Health　Service　Lothian（ロシアン地区国民医療保健
サービス）が中心となって開発し、患者権利に始ま
り、疾患説明、代替案を含めた治療方法、外科手術内
容まで、患者として知るべき情報を、イラストと伴に
平易な言葉で中立的に説明しています。また、ロシア
ン地区にある医療施設のサービスを評価したアン
ケート結果も各診療科単位で掲載し、医療に関する幅
広い情報が入手できます。さらに、耳の聞こえない人
や視力の弱った人に対応する機能、英語を母国語とし
ない人向けの多言語翻訳機能も備え、重層的なサポー
ト体制となっています。このシステムは、患者・患者
家族のみならず、時間の限られた医療従事者にも、効
率的に情報収集・提供ができる手段として活用されて
います。
　同病院に導入されて間もなく、今後も改善に励むと
いうことでしたが、誰もが必要とする医療を高い質で
効果的に提供しようとする高い志を感じる共に、この
様な総合的患者支援体制が、患者・医療提供者、双方
にとって有益な医療環境を創ることに繋がると実感
しました。また、センターでの見聞を通し、職場での
今後の方向性についても大きなヒントと洞察、思考の
種を多く噛ました。Patient　lnforrnation　Centerが提供
するサービス、システムの詳細については、帰国後の
2008年9月17日にMedical　lnterpreters　and　Transla－
tors　Association（MITA）にて発表しました。（http：／／
linguamedica．jp／mita／）
おわりに
　医学英語教育に関する理解を深め、さらに異文化の
医療システムに触れる機会を頂けましたことを深く
感謝いたします。大学、職場の皆様からのサポートな
しには実現できませんでした。今後、エディンバラで
の体験・知識を少しでも役立つ方法で還元していけた
らと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。
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